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大学生の異文化認識の変容を促す
タイ・スタディツアーの効果を考える
倉 持 祐 二・森 脇 健 夫・河崎かよ子
Ⅰ．研究の目的
　学生の海外研修旅行の効果に関する研究は、海外研修旅行の目的や内容によってさまざまで
ある（1）。しかし、浅野（2015）によれば、⒜訪問国や訪問国の人に対するイメージに関する変化、
⒝グローバルな視野や国際理解に関する変化、⒞言語的・非言語的なコミュニケーション能力
に関する変化と、大きく 3つに分けられるという（2）。本論では、グローバルな視野や国際理解
の変化に関わる内容を対象にする。
　では、学生たちの国際理解に関する変化はどのように考えられてきたのだろうか。本論では、
異文化理解に関する変化は発達のプロセスであるという考え方を前提に進めていきたい。なぜ
なら、予測可能なプロセスを経て、異文化の学びは自文化中心主義から文化相対主義へと発達
（あるいは、そうなる可能性を含んで）すると考えられるからである（3）。
　こうした前提に立ち、「異文化受容の 5つのステージ」として構想したモデルがある（4）。
【異文化受容の 5つのステージ】
1段階　自文化中心の段階
・自文化の価値観ですべてのことを判断する。
・「見える文化」は認識しても、「見えない文化」には気づいていない。
・無意識に自分たちの価値基準が正しいと思い込んでいる。
2段階　違い（見えない文化）に気づく段階
・自分とは違う価値観があると認めている。
・相手文化の価値観はまだよく理解できていない。
・相手文化に慣れると、その文化に合わせることができる。
3段階　文化を相対的に見る段階
・相手文化の価値観を理解し、受け入れることができる。
・自文化と相手文化を対等に見つめることができる。
・相手文化から学ぼうという姿勢がある。
4段階　新しい文化を取り入れる段階
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・相手文化の価値観が、自文化の一部となっている。
・自文化と相手文化の価値観を使い分けることができる。
・自文化とは異なるアイデンティティの確立が始まっている。
5段階　新しいアイデンティティが確立される段階
・多様な価値観を自文化の中に取り入れている。
・自分が～人というよりも、地球市民という意識が強くなる。
・どのような価値観も受け入れ、適応することができる。
　本論では、「異文化受容の 5つのステージ」をもとにして、タイ・スタディツアーによって
学生たちの異文化認識が「異文化変容の 5つのステージ」のどの段階まで高まったのかを分析
する。そのうえで、学生の異文化認識の変容に対してタイ・スタディツアーのプログラムの何
が効果的だったのかを検討し、今後の研修の展開を探ってみたい。
Ⅱ．実践の経過
　参加募集型の海外の学校・地域調査として、タイ北部を中心に 6回にわたって研修旅行（以
後タイ・スタディツアーと称す）を実施してきた。そもそもタイ・スタディツアーを実施するよう
になったのは、滋賀大学国際センター教育学部留学生相談室の河崎かよ子氏の 2つの提案から
である。一つは、日本の教育や授業を違った視点でとらえさせる機会をつくることができない
かであり、もう一つは、滋賀大学が交流協定を結んでいるチェンマイ・ラチャパット大学の学
生たちと学生間交流をすることであった。三重大学教育学部の森脇健夫氏と相談し、共同企画
にすることで実現が可能となった。
　タイ・スタディツアーの目的は、⒜タイ北部の保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校のい
ずれかを訪問し、タイの教育の実情を知る、⒝日本の教育や保育のあり方を見直すきっかけに
する、⒞タイの学生と日本の学生との交流を通して、お互いの文化を学び合う、などである。
　さらに、チェンマイ・ラチャパット大学との研究・文化交流も可能となり、2012年には京都
橘大学との間で交流協定を結ぶことにつながっていった。
　研修は、タイの保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校の実際の授業を参観し、参観した授
業をもとに教職員との交流を図ることが中心である。訪問先と研修内容の概要は表 1の通りで
ある。
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Ⅲ．研究の方法
　2016年度タイ・スタディツアーに参加した学生全員のレポートを調査の対象にして、学生た
ちの異文化認識が「異文化変容の 5つのステージ」のどの段階にまで高まっているのかをつか
表 1　2010年度～2016年度のタイ・スタディツアーの訪問先と研修内容
日時 人数 都市名 訪問先の学校・地域 研修内容
2010.2.25 15名 チェンマイ MaeRimWitthayakhom School
 （中高一貫校）
授業参観＝仏教（中）、社会 /英語 /仏
教（高）、教職員とのミーティング
2010.2.26 15名 チェンマイ Dara School
 （私学の小・中・高校）
教職員とのミーティング
2011.2.10 14名 チェンマイ MaeRimWitthayakhom School
 （中高一貫校）
授業参観＝仏教・英語（中）、数学・社
会（高）、意見交流、民族舞踊の講習
2011.2.15 14名 チェンマイ Banmaejong school
 （幼稚園～小学校）
 仏教を教える学校として有名
朝の清掃、全校集会、全クラスの授業
公開、教職員とのミーティング
2012.2.14 14名 チェンマイ MaeRimWitthayakhom School
 （中高一貫校）
授業参観＝英語、仏教、数学、社会
教職員とのミーティング、意見交流
2012.2.15 14名 チェンマイ Banmaejong school
 （幼稚園～小学校）
朝の清掃、全校集会、全クラスの授業
公開、教職員とのミーティング
2012.2.17 14名 ウドンタニ 
（バンコク）
Wat Nueron School
 （幼稚園～小学校）
 全校生徒73名の田舎の学校
授業参観＝ 3・ 4年複式学級での社会
午後はおやつ作りの授業を体験
2013.2.13 16名 ランパーン チュンチェン・バーン・ターヘー
ン小学校 ※川口通訳
授業参観＝幼稚園、タイ語、算数
参観授業についての質問、意見交流
2013.2.19 16名 チェンマイ Banmaejong school
 （幼稚園～小学校）※川口通訳
朝の清掃、全校集会、全クラスの授業
公開、教職員とのミーティング
2015.2.13 15名 ランパーン チュンチェン・バーン・ターヘー
ン小学校 ※川口通訳
授業参観＝タブレットを使った授業、
衛星放送の授業
参観授業についての質問、意見交流
2015.2.17 15名 ランプーン ナムペー村のロングリアン小学校
 ※川口通訳
授業参観＝幼稚園、理科、社会
参観授業についての質問、意見交流
2017.2.11 11名 チェンマイ 山岳少数民族の生徒寮（暁の家） 職業支援の奨学生との交流
2017.2.12 11名 アカ族の村 終日 ドインガーム（アカ族の村） コーヒー園のフィールドワーク
2017.2.13 11名 アカ族の村 ドインガームの中の保育園 施設見学のみ
2017.2.15 11名 チェンマイ ワット・シードンシャイ学校
 （幼稚園～小学校）＊川口通訳
授業参観＝幼・小学校の全授業公開
参観授業についての質問、意見交流
2017.2.16 11名 ランパーン バナボン小学校
 （幼稚園～小学校）
 ＊川口通訳
授業参観＝幼・小学校の全授業公開、
衛星放送の授業
参観授業についての質問、意見交流
バム・サム・カー小学校
 （幼稚園～小学校）
施設見学のみ
2017.2.17 11名 チェンマイ アヌバーン・チェンマイ学校
 （幼稚園～小学校）＊川口通訳
授業参観＝幼稚園、小学校英語
参観授業についての質問、意見交流
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むことにした。
Ⅳ．結果及び考察
1．2016年度に訪問した学校の様子
　2016年度のタイ・スタディツアーでは、特色ある 3つの学校を訪問した。学生たちの問題関
心にそった形で紹介したい。
◆ワット・シードンシャイ学校（写真 1～ 4）
　チェンマイ県ドイロー市ヤムカーム区にあるワット・シードンシャイ学校は、 5郡あるチェ
ンマイ県の中で、小規模校98校のうちの 1つである。
　幼稚園が併設されており、年中・年長に分かれている。幼稚園ではモンテッソーリ教育を実
施している。小学校は 8時30分から朝礼が始まり、 9時～16時が授業時間となっている。 1校
時の時間は60分あり、休憩時間は特に設定していない。11時30分から昼食をとり、幼稚園では
昼食後 2時間の午睡がある。午後の 6校時目は児童が選んだ自主活動を行っている。
　ワット・シードンシャイ学校では、算数、理科、タイ語、社会（宗教と文化を含む）、英語、保
（写真 3）　 4年　理科 （写真 4）　 4年　子どもの活動
（写真 1）　朝　　礼 （写真 2）　幼稚園でのモンテッソーリ教育
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健・体育、国民の役割と義務（軍事政権下での教科）、歴史、職業と ITの 9 教科を教えている。
「子どもの活動」など総合的な学習もあるが、どちらかといえば教えることが中心である。
　タイでは、全国学力調査（オーネット）を小 6・中 3・高 3 で実施しているが、ワット・シー
ドンシャイ学校では、昨年度に算数・英語で100点をとった子どもが出た。郡ではモデル校的
な存在となっている。
　現軍事政権の下では、成績は 8ランクの絶対評価であるが、算数・理科・タイ語・社会・英
語の主要 5教科のうち 2教科のテストが 0点なら進級できないシステムになっている。
◆バナボン小学校（写真 5～ 8）
　ランパーンにある学校で、全児童数33名（ 6年 2 人、 5 年 4 人、 4 年 3 人、 3 年 5 人、 2 年 7 人、
1 年 2 人、幼稚園10人）、教職員数 6 名、幼稚園、 1・ 2 年、 3・ 4 年、 5・ 6 年の複式学級の
小規模校である。
　小学校は、校長の提案で、BBL（Brain Based Learning）を実施している。BBL は 5 段階あり、
現時点では 2段階まですすんでいる。第 1段階は脳を活性化する運動で、午前と午後に実施し
ている。第 2段階は能力別に全児童を色分けする方法である。担任が子どもの実態を記録して
判断する。現時点で BBLの効果としてあげられるのは、能力別に色分けすることで子ども自
（写真 7）　衛星授業 （写真 8）　伝統楽器の演奏（祖父母が指導）
（写真 5）　校長の提案するBBL （写真 6）　午後のBBLの実際
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身の居心地がよくなったことと、体を動かすことが好きになったことであるという。
　また、教員の不足を補うために、 6～ 7 年前から衛星授業や ICTを導入した。衛星授業は、
フワヒン（バンコク南部の王族関係の学校）で実施している授業をそのまま放映している。
　学校では、地域の祖父母を先生に迎えて農業・工芸などを教わる時間を設けている。卒業後
は村に戻って来る子もおり、村の人たちの協力も強い。教科書や授業料は無償であり、タイ政
府から給食に対して 1日一人当たり20バーツが支給されている。しかし、学校運営の費用は不
足しており、地域の人たちからの寄付で補っている。タイでは全校児童数が40人を下回れば廃
校になるシステムであるが、バナボン小学校が存続できているのは、校長による地域密着型の
学校づくりが功を奏しているからであろう。
※ バナボン小学校を訪問した後で、バム・サム・カー小学校に立ち寄った。自然保護を訴え
る学校として有名で、大小含めて 1万個以上のダムをつくり、森を守る活動を続けている。
◆アヌバーン・チェンマイ学校（写真 9～12）
　チェンマイ城壁内にある寺の跡地に建てられた創立77年の学校である。アヌバーン学校は、
幼稚園・小学校を合わせて 2,429名の児童が在籍する大規模校で、先生は217人いる。
　幼稚園は、ミニイングリッシュ・理数・普通の 3つのコースに分かれており、 1クラス30人
（写真11）　英語の授業 （写真12）　理科（パソコンを使った調べ学習）
（写真 9）　朝会の様子（幼稚園） （写真10）　教室での様子（幼稚園）
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で 8 クラスある。ミニイングリッシュコースは 2クラス、理数クラスは 2クラス、普通クラス
は 4クラスとなっている。
　小学校は、イングリッシュ、理数、算数・中国語、普通の 4コースに分かれている。 1クラ
スは40人で、小学校の入学時にはイングリッシュ・プログラムと理数の特別なコースだけ児童
を募集している。
　イングリッシュ・プログラムコースには外国人教師が27人配属されており、すべての授業が
英語で行われている。
　アヌバーン学校の年間の学費は、イングリッシュ・プログラムコースは30,000バーツ、理数
コースは8,000バーツ、算数・中国語コースは6,000バーツ、普通コースは3,500バーツである。
コース変更は在籍コースの空き状況によって左右される。
　アヌバーン学校では、BBL（Brain Based Learning）を幼児～小学校 1・ 2年で実施している。
子どもたちを能力別に色分けして指導しているが、児童の校内での規律については弱い面があ
るという。特に清掃面での規律づくりを意識させたいと話されていた。
2．学生レポートの分析と考察
　学生が書いたタイ・スタディツアーのレポートから、学生の異文化認識が「異文化変容の 5
つのステージ」のどの段階まで高まったのかを考察してみたい。
　学生レポートには際立った特徴があらわれていた。よく使用されるキーワードが見られたこ
とである。キーワードとして使用されているのは、多い順に「地方と都会」（15回使用）、「校長
の裁量（マネージメント）」（11回使用）、「生活力」（ 8回）であった。そして、キーワードをもとに
しながら、比較という認識の方法を使ってタイの教育を理解しようとする様子が伺えた。タイ
国内での地方と都会との比較、日本国内の地方と都会との比較、日本とタイの教育の比較など、
自分の中で比較の対象を設定している。
　学生レポートを読むと、全体としては「異文化変容の 5つのステージ」のうちの 3段階（文
化を相対的に見る段階）まで高まっているように思われる。しかし一方で、同じキーワードを使
いながらも、学生によって問題関心が違っており、問題関心の違いによって学生の異文化変容
の度合いが違っているようにも思えた。たとえば、「校長の裁量」というキーワードから、地
域と学校との関係を問題にした場合、子ども・保護者との関係だけで地域と学校をとらえるの
ではなく、一歩踏み込んで地域の人たちの生活まるごとを学校と関係づけてとらえようとして
いる学生もいる。地域の人たちの生活まるごとを学校に持ち込むことで、「多種多様な人生モ
デル」を子どもに見せることができるのではないかと考え始めている。「異文化変容の 5つの
ステージ」のうちの 4段階の「新しい文化をとり入れる段階」として、自文化とは異なるアイ
デンティティの確立が始まっているようにも見える。
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【「地方と都会」をキーワードにした内容の特徴】
　教育をめぐる環境に対して、地方と都会の間での極端な違いを感じている。（波線部）
○ タイでは地域によって生活環境や学校のシステムも、大きく違っていて驚きました。裕福さ
や環境によっては思うように教育が受けられなかったりと、格差が生まれてしまうことにも
問題を感じました。（Ｙさん）
○ 都市部と田舎の小学校の教育の違いについてです。タイだけでなく日本でも経済的な差から
教育にかけるお金に差が生まれ、子どもの受ける教育にも差が生まれることがあります。た
だ、タイではその教育の質において予想よりも大きな差がありました。（Ｎさん）
　さらに、地方と都会の教育の違いから、教育格差の問題に関心を寄せてみたり、日本の学校
だけではつかみきれなかった子どもたちの生活や勉強の様子、教育の工夫についても言及して
いる。そこには、タイの教育を理解し受け入れたうえで、日本の地方と都会の教育の違いより
も、さらに際立った違いを感じているように思う。特に、専門クラスを設定し、特殊な教育課
程を実施しているタイの都会の学校の姿は、公平性を優先する日本の学校にはあまり見られな
い姿である。学生は、教育方法の違いだけでなく、子どもの教育そのものの考え方に違いが生
まれていると受け止めている。（波線部）
○ 都市部から離れた小さな学校では人数も少ないが、それ以上に教員の数が少ないと感じまし
た。教師不足を補うための衛星放送によるビデオ教育も有効に使われていました。それを複
式学級で 2学年を同時に見る先生も大変だと思いました。それとは逆に都市部の学校では幼
稚園の段階での英語教育やコース分けによるクラスごとの学習など、日本では見ることので
きない教育がありました。早い段階から英語に親しませることは大事なことだと改めて感じ、
専門性を磨くコース分けにも興味を持ちました。クラス分けをすることでの子どもたちの意
識の差や交流ができるかどうかという点について少し疑問はありましたが、タイの教育に差
があることははっきりと分かりました。（Ｎさん）
【「校長の裁量（マネージメント）」をキーワードにした内容の特徴】
　地方の学校は、校長の裁量（マネージメント）で都会の学校とは全く違った学校づくりをして
いることに驚きの声をあげている。（波線部）
○ タイの教育は良くも悪くも学校の裁量に任されているということである。小学校によって教
育が全然違っていた。特に地方の小規模校と都市部のマンモス校では、教育内容が180度違
うと言っても過言ではないと思う。でも、それぞれの良さを生かした教育をしようとすれば、
あれだけ学校によって差がでるのかもしれない。（Ｈさん）
○ 校長が 「地域の中の学校」 と明言しており、実際に地域とのつながりがとても深い。学校が
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生徒だけでなく、村の多くの人の日常生活に組み込まれている。自分の卒業した学校を含め、
日本の学校は基本的に生徒と教師のものという認識がある。学校と接点を持つのは自分の子
どもが学齢に達した時という人が大半だと思う。しかし、教育、特に初等教育は子どものそ
の後の人生への考え方に対し非常に大きな影響を与えると思う。他人への思いやりであった
り、社会への自らの関わり方、平和への意識などを養う期間であると思う。そうした期間が、
教師・子ども・保護者のものだけで良いのかと疑問に感じる。多種多様な人生モデルを見る
のが良いと考える。（Ｋさん）
　日本の学校とタイの学校を対等に見つめながら、日本と違ってタイの学校の校長の裁量権の
大きさを感じ取り、タイの学校のすぐれた点に目を向けるようになっている。（波線部）
○ 驚いたのはカリキュラムがほとんど校長先生の裁量に任されているということでした。日本
のように教育指針にきっちり沿うという形ではなく、地域の特性、生徒のレベルを見極めた
カリキュラムの組み方が、タイの教育レベルを一挙に引き上げた一因ではないかと感じまし
た。（Ｍさん）
【「生活力」をキーワードにした内容の特徴】
　少数民族の生徒寮（暁の家）（5）やドインガーム（アカ族の村）を訪問し、そこで出会った少数民族
の子どもたちを見て、教育は何のためにするのかという問いを誰もが持った。（波線部）
○ 国籍がない少年少女の話が今でも印象に残っています。考えた事も無い、自分がどの国の人
間かということ。そんな立場に置かれた子どもが受ける教育の内容は、生きるために必要な
ことだということ。目の前にある日々の生活を生き抜く力を身につけるという事を聴いて、
学校教育以外の教育のあり方についても改めて考えさせられる事が多くあった。（Ｏさん）
○ 日本でもただ勉強を教えているというわけではないが、暁の家では生きていくために必要な
力をつけさせているようだった。そこにいる子どもの実態に合わせて、教育も変わらなけれ
ばならないのだと感じた。教育とは何か、教育とは何のために行うのかという根本的な部分
について改めて考えさせられた。（Ｈさん）
　タイの教育のあり方を受け入れ、日本の教育のあり方と比べながら、根本的な問いにぶつ
かっている。そこには、日本の学校教育の中では見失われているものがあるのかもしれない。
学生の中に、現在の日本の学校教育とは違った教育のあり方を考えるきっかけができたのでは
ないだろうか。
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Ⅴ．まとめ及び今後の展開
1．学生の異文化認識の変容に対してタイ・スタディツアーの何が効果的だったのか
　学生の異文化認識が、文化を相対的に見る段階（異文化受容の 5つのステージの 3段階）にまで高
まったポイントは 2つあったと考える。
　一つは、地方の小規模校であるワット・シードンシャイ学校（全校児童が80人程度）とバナボン
小学校（全校児童が30人程度）、都会の大規模校であるアヌバーン・チェンマイ学校（全校児童が
2,500人程度）と、訪問した学校がそれぞれ特徴的で、比較の対象にしやすかったことである。
タイ国内での地方の学校と都会の学校の比較にはじまり、タイの学校と日本の学校との比較、
日本国内での地方の学校と都会の学校の比較へと考察が広がっていったことで、タイの教育の
理解がすすみ、タイの教育を日本の教育と対等に見つめる素地ができたと考える。
　もう一つは、学校訪問を終えた後でのリフレクション活動である。リフレクション活動は、
訪問先でそれぞれが得た情報を共有し、次の学校訪問に活かすことを目的に実施した。リフレ
クション活動の中では、お互いが獲得した学びを自分の学びの中に取り入れ、次の訪問時に活
かそうとする姿が見られた。（波線部）
○ リフレクションは、その日に感じたことや考えたことをお互いに伝えあい、共有することが
できる有意義な時間でした。自分と同じような見方や考えもありましたが、全く違う方向か
ら考察している意見にも触れることができ、新しい考え方や発展した内容も自分の中で整理
することができました。仲間のどの意見も先生方の話も、タイや日本の教育についてもっと
深く考えるきっかけになると共に、これからの自分の学びに対する姿勢にも繋がったと感じ
ます。（Ｙさん）
○ 小学校での質問時間やホテルでのリフレクションの時間では、ほかの人の見ている点や考え
ていることに驚かされました。自分は小学校での日本との違いなどに着目していたのに対し、
他の人はなぜそういった方針であるのか、結果を裏付ける根拠はあるのか、見えているもの
以外についてはどうなのかとたくさんのことを考えていました。自分も 1日目より 2日目、
2日目より 3日目と、他の人の視点を参考にしながらどんどん広い視野で見ることができる
ようになっていきました。（Ｎさん）
2．今後の展開
　学生の異文化認識の変容に対して、タイ・スタディツアーのプログラムを立案する際には、
比較の対象にしやすいような、特徴的な教育を行っている学校を選ぶことが効果的であること
がわかった。
　今回はじっくり訪問できなかったが、ランパーンのバム・サム・カー小学校のように、 1万
大学生の異文化認識の変容を促すタイ・スタディツアーの効果を考える
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個以上のダムをつくって森を守る活動を続けている学校もある。地方には、こうした特徴的な
教育をしている学校がまだまだある。学生たちにタイの教育をまるごと受け止めさせるために
は、特徴的な現地学校の訪問先を設定することが効果的である。そのためには、タイの教育に
知見を持ったコーディネ―ターを探す必要を感じる。
　また、訪問先で得た情報を共有し、学校訪問に活かすことを目的に実施するリフレクション
活動をさらに活性化していきたい。そのためには、タイ・スタディツアーの参加対象者を広げ
ていくことが求められる。現在は、児童教育学科生のみが参加対象者であるが、教職希望の他
学科の学生や教職大学院生（小・中・高校の現職教員を含む）など、いろんな立場の人がタイ・ス
タディツアーに参加できるようにしていこうと考えている。
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